
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

☆苗場山 (2145m) どっしりとした量感のある雄大な山、山名は山頂の湿原に点在する池塘から付けられた  

☆鳥甲山 (2038m) 第二の谷川岳といわれ、岩壁は荒々しく険しく、人を寄せつけない荘厳さに満ちています  

☆旧草津街道・渋沢ダム 切明から野反湖に至る幻の国道 405 と呼ばれ、小黒部下の廊下と言われるコース  

 

参加費   前夜祭 ( 8日)から 30,000円（8日夕食から 10日昼食まで） 

参加費   大本会 ( 9日)から 22,000円（9日昼食から 10日昼食まで） 

 

7月 8日 前夜祭 『さかえ倶楽部スキー場』 〒389-2702長野県下水内郡栄村北信２９０３ TEL. 0269-87-3333 

受受付 午後 1時～ 森の美術館・絵手紙館 500円  午後 2時～ 講演会      

   午後 5時～ 歓迎会  6時～ レセプション 歌声音楽  7時→登山口地域の宿泊所へ 

 

7月 9日 大会 集合 『のよさの里・牧之の宿』 長野県下水内郡栄村大字堺 18020-49 TEL. 025-767-2345 

受付開始 午前 8時 開式 8時 10分 (昼食配布) バス乗車 8時 20分 

※鳥甲山コースは 集合 6時 『ヒュッテひだまり』 長野県下水内郡栄村大字堺 17930-47 TEL. 025-767-2262 

Ａ1 コース 苗場山(小屋泊コース) 体力 ★★☆ 技術力 ★★☆ (定員 90名限定・先着順) 

登り 3時間 30分 登り行程 4時間 (昼食休憩含む) 宿泊：苗場山自然体験交流センター 

山の講話「山歩きを安全に楽しく」 元県警山岳救助隊長 中嶋豊氏 ・夕食 18:00 懇親会 

Ａ2 コース 苗場山(往復コース) 体力 ★★★ 技術力 ★★☆  

登り 3時間 30分・下り 2時間 40分 行程 7時間 30分 (昼食休憩含む) 宿泊：栄村の宿泊所 

Ｂコース  鳥甲山(縦走コース) 体力 ★★★★ 技術力 ★★★★ (定員 20名) 

登り 4時間 15分・下り 3時間 15分 全行程 8時間 20分 (昼休憩含む) 宿泊：栄村の宿泊所 

Ｃコース  旧草津街道・渋沢ダム 体力 ★★★ 技術力 ★★  危険度 ★★☆ 

登り 3時間・下り 3時間 全行程 7時間 30分 (昼食休憩含む) 宿泊：栄村の宿泊所 

D コース  秘境 秋山郷観光  

約 6時間 (昼食休憩含む) 宿泊：栄村の宿泊所 

苗場山小屋泊(A1 コース)以外は のよさの里キャンプ場で 焼肉パーティー・キャンプファイアーと歌声音楽 

 

 

布岩山から苗場山                 苗場山から鳥甲山 



7月 10日 お別れ会  

Ａ1 コース 起床 5:30 朝食 6:00 下山 6:30小赤沢 3合目 9:30～バス乗車⇒入湯→さかえ倶楽部スキー場 

他コース  起床 6:30 朝食 7:00 バス乗車 8:00⇒秋山郷見学→さかえ倶楽部スキー場 

12:00お別れ会 昼食とお別れミュージック (午後 13時 30分解散) 森宮野原駅送迎 JR 発 14:22 

 

    
赤湯・楽養館         川原の野天風呂     のよさの里・牧之の宿   鳥甲山を望む露天風呂 

    
雄川閣      ヒュッテひだまり    旧草津街道       自然体験交流センター 

 

鳥甲山 

 

広大な苗場山と北信の山々 

    

日本最高積雪・森宮野原駅     布岩の岩壁         天池         前倉橋 



アクセス [自動車道]  

■関越自動車道(約 2時間 40分) 

 練馬 IC→(関越自動車道)→藤岡 JCT→(関越自動車道)→塩沢石打 IC→(R353)→旧中里村→(R117)→栄村  

■名神高速・中央・長野・上信越自動車道(約 6時間 30分) 

 西宮 IC→(名神高速)→小牧 JCT→(中央自動車道)→岡谷 JCT→(長野自動車道)→更埴 JCT→(上信越自動車道)

→豊田飯山 IC→(R117)→飯山→栄村 

 

 [ＪＲ]  

東京発 8:36〈JR新幹線かがやき 505号〉10:02長野 10:16〈JR飯山線・十日町行〉11:59森宮野原 

名古屋発 7:00〈JR特急ワイドビューしなの 1号〉10:01長野 10:16〈JR飯山線・十日町行〉11:59森宮野原 

新大阪発 6:00〈JR新幹線のぞみ 200号〉6:48名古屋 7:00〈JR特急ワイドビューしなの 1号〉10:01長野 10:16〈JR飯山

線・十日町行〉11:59森宮野原  お迎え車 森宮野原駅 12:00→さかえ倶楽部スキー場 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 14回 坂口登山フィスティバル申込書】 

申込日 平成 28年  月   日  記載者            TEL    (   )     

E-mail              @                 

 

前 夜 祭 前夜祭からの参加者は前夜祭欄に○をつけてください。 

コ ー ス コース欄に第 1/第 2 希望を記入してください。先着、定員を越えた場合はコース変更の連絡をさせて頂

きます。Ｂコースについては登山経験により人選させて頂くこともあります。 

申込書記載事項は登山届に必要です。他に報告書送付等の連絡以外に使用することはありません。 

参加持物 雨具等登山標準装備でお願いします。昼食は用意していますが行動食と飲料水は持参してください。 

           保険は各自で掛けてください。 

参加資格 登山装備の不備 (ビニール雨具、トレッキングシューズ、ジーパンなど)では参加できません。 

締め切り 平成 28年 5月 25日 お振込と共に申込書を ＦＡＸまたはメールで下記へお送りください。 

     キャンセルのときはキャンセル料が発生することもありますのでご注意ください。 

お振込先 八十二銀行長野北支点 普通預金 口座番号 473021 名義 ＳＭＦ実行委員会事務局 

事 務 局 〒389-1102長野市豊野町大倉 2794 矢沢裕子 FAX 026-403-2455 E-mail  

                                    http://naganoken.info/smf 
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坂口登山フェスティバルとは   

 昭和 53年 第 33回長野国体の登山競技が戸隠山を中心に行われました。 

この時、坂口三郎さん(栃木県)が競技審判長を勤められたことから、長野の岳人との交

流がはじまりました。坂口さんは（社）日本山岳協会々長に就かれ、ご活躍後勇退の折

に叙勲されことで、会長職ご苦労さま会として長野国体の地、飯綱山において親睦登山

「坂口さんと登ろう登山会」を行いました。 

この登山会が好評で、参加者の要請を受け更に各地をまわり、時に浅間山登山解禁によ

り、坂口さんと親交のあった、芹澤小諸市長(当時)の歓迎を受け黒斑山に登りました。 

この様子が毎日新聞全国版に紹介されたことから、この登山会は「坂口登山フェスティ

バル」と名を変え現在に至っています。 

この催しは、政治、組織、信条等に関係なく、坂口さんと信州の山を登ろうと思われ

る方はどなたでも参加できます。 

ホームページ http://naganoken.info/smf 

http://naganoken.info/smf

